
文化祭の作品を受け付けます！

　文化祭をあなたの作品で華やかに飾り付けてみませんか？
　文化祭まであと一カ月程となりました。文化祭会場には作品展示コーナーがあり、子どもから大
人まで毎年たくさんの個性的で素敵な作品が出品されています。手芸、書道、イラスト、工作など
種類はさまざまです。「せっかく作ったけど披露する場がない」「誰かに自分の作品を見てもらたい」
という方はぜひ会場までお越しください！ 
　※作品受付、文化祭の日時、会場は別途お知らせします。

　９月５日（土）、札幌市の共済ビルにて、令和８年度「少年
の主張」全道大会が開催されました。この大会は、広い視野
と柔軟な発想や創造性、物事を論理的に考える力、自らの主
張を正しく理解してもらう力などを身につける契機とするた
め、少年が社会に向けた意見や未来への希望を発表する機会
です。各振興局地区大会の代表14人と札幌市代表２人の計16
人が出場し、井川　紡さんが上川地区代表として登壇しまし
た。惜しくも受賞は逃しましたが、占冠村で取り組んでいる

「探究」の成果が表れた、堂々とした発表となりました。

動画 https://www.youtube.com/live/z94vUhMM010

ライブ配信動画　https://www.youtube.com/live/z94vUhMM010

読書週間に本を読もう

少年の主張全道大会

　毎年10月27日から11月９日までの２週間は「読書週間」として、全国的に読書活動を推進する期
間と定められています。
　占冠村公民館図書室では多くの村民の皆様のご利用をお待ちしております。中央とトマムの２箇
所を合わせた図書室の蔵書数は約27,500冊。小さなスペースですが、ベストセラー小説や流行の実
用書など、さまざまなジャンルを取りそろえています。毎月の新刊情報などが載った図書だよりも
発行しています。
　秋の夜長に読書してみませんか。
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こんにちは

保健師です
皆さんが健康で元気に過ごすための役立つ情報をお届けします
問　地域包括支援センター(福祉子育て支援課)　📞　56‐2022

成年後見制度とは？成年後見制度とは？

　成年後見制度は、認知症、知的障害、精神障害、発達障害などにより物事を判断する能力が十分でない方につい
て、本人の権利を守る援助者（成年後見人等）を選ぶことで、本人を法律的に支援する制度です。「法定後見制度」
と「任意後見制度」の２種類があります。

成年後見制度成年後見制度のの利用利用をを考えてみませんか？考えてみませんか？

　近年、単身の高齢者など、判断能力が不十分な方がお困りの際に、家族や　近年、単身の高齢者など、判断能力が不十分な方がお困りの際に、家族や
親族（身寄り）の支援を受けられず生活に支障を来すケースが増えてきてい親族（身寄り）の支援を受けられず生活に支障を来すケースが増えてきてい
ます。ます。
　例えば、「入院時や施設入居時に身元保証人がいない」「認知症などの病気　例えば、「入院時や施設入居時に身元保証人がいない」「認知症などの病気
や死亡時の対応が遅れる」「死亡時の手続きや事後整理ができない」といっや死亡時の対応が遅れる」「死亡時の手続きや事後整理ができない」といっ
たことが挙げられます。たことが挙げられます。
　そのようなケースに陥る前に、判断能力が不十分な方を保護・支援する「成　そのようなケースに陥る前に、判断能力が不十分な方を保護・支援する「成
年後見制度」の利用について考えてみましょう。年後見制度」の利用について考えてみましょう。

任意後見制度

　本人にまだ十分な判断能力があるうちに本人自ら援助者（任意後見人）を選び、判断能力が不十分になった際
に、速やかに支援してもらための契約をあらかじめ結んでおく制度です。

※１  財産管理 ～ 不動産や預貯金などの管理、遺産分割協議などの相続手続きなど
※２  身上保護 ～ 介護・福祉サービスの利用契約や施設入所・入院の契約締結、履行状況の確認など

　本人の判断能力が不十分になった後、家庭裁判所によって成年後見人等が選ばれる制度です。成年後見人等は、
本人に代わって財産管理（※１）や身上保護（※２）などの法律行為を行います。判断能力の程度によって支援の種類
が「後見」「保佐」「補助」の３つに分けられます。

法定後見制度

〇�成年後見制度は、より本人の状況に合わせて使いやすい制度となるよう、法律の見直しが進められています。
ただし、新しい制度が始まるまでには準備期間があり、当面は現在の制度が続きます。制度の詳しい内容や変
更点については、決まり次第改めてお知らせします。

〇�役場が身元保証人や死後整理を担ってくれるとお考えの方もいますが、役場では基本的に本人が自分でできる
よう支援することしかできません。金銭的な連帯保証や緊急時の連絡、身柄や遺品の引き取り・整理などが心
配な方は、成年後見制度の活用についてご検討ください。なお制度や費用に関することについては、地域包括
支援センター（福祉子育て支援課）で相談を受け付けています。

注意注意

４．報告

成年後見人等が選任された後、速やか
に本人の財産や生活の状況を確認し
て、財産目録と収支予定表を作成し、
家庭裁判所に提出します。

手続きの流れ

家庭裁判所に対
して、申し立て
に必要な書類を
提出します。

１．申し立て

裁判所から事情
確認などがあり
ます。

２．調査等

後見等の開始の審判
をすると同時に成年
後見人等が選任され
ます。

３．審判

※申し立てができるのは、本人、配偶者、四親等内の親族のみです。

生涯学習の 問　教育委員会社会教育担当　📞　56‐2183
教育・文化・スポーツのホットな情報をお届けします窓


